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 [授業の概要・目的]
高度情報化社会である今日，至るところに蓄積される大量のデータを解析するための科学であるデ
ータ科学は，学術全般・産業界のみならず日常生活の至る所に大きな変化をもたらそうとしている．
データ科学の根幹である情報学・統計学・数理科学に対する基本的な理解，特に情報科学に関する
基礎的知識は社会を支える広範な人材にとっての基礎的な教養である．本講義は，情報系・電気電
子系学科以外の出身者が，情報科学に関する基礎的内容を修得することを目的とする．

 [到達目標]
情報系・電気電子系学科以外の出身者が、大学院での学修の基礎として、あるいは現代社会を支え
る人材として求められる素養としての情報科学に関する基礎的知識を修得する。

 [授業計画と内容]
1. 計算機工学: ビット列によるデータ表現, 論理演算子と電子回路による実現, 組み合わせ論理回路
と順序回路, 基本演算回路, 計算機アーキテクチャ
2. アルゴリズムとデータ構造: さまざまなデータ構造と探索アルゴリズム
3. 形式言語理論とオートマトン: 言語の形式的定義と形式文法, 正規文法と有限オートマトン, 文脈
自由文法
4. パターン認識: パターン情報処理, ベイズ決定, 識別関数
5. 情報理論: 情報メディアの構造, シャノンの情報理論, 情報の表現・ディジタル化・符号化
6. メディア処理: 画像・映像メディアの特徴, 認識処理
7. 推論とプログラム: 推論の形式化, プログラムの理論

当該年度の授業回数などに応じて一部省略，追加がありうる．

 [履修要件]
本講義は、情報系・電気電子系学科以外の出身者を対象とした学部専門科目の概要紹介であるので、
これらの学科の出身者は、本講義の単位を修得することはできない。もちろん、本講義の全部ある
いは一部を聴講することは可能である。

情報科学基礎論(2)へ続く↓↓↓



情報科学基礎論(2)

 [成績評価の方法・観点]
各単元において出題するレポートにより評価する。試験を行うこともある。情報系・電気電子系学
科の学部の講義内容を修得することを目標とする。

 [教科書]
使用しない

 [授業外学修（予習・復習）等]
各単元において出題されるレポート課題に取り組むとともに、講義内容やそれに関連する内容につ
いて各自自習を行うこと。

 [その他（オフィスアワー等）]
※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。

 [主要授業科目（学部・学科名）]


